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◇
実

施
日

；
平

成
２

７
年

０
７

月
１

２
日

( 日
)  

 
曇

時
々

晴
 

◇
参

加
者

；
玉

岡
憲

明
、

玉
岡

 
明

、
沖

﨑
吉

信
、

山
上

皓
一

郎
、

 

山
上

昌
子

、
根

, 木
俊

明
、
濱

野
兼

吉
、
川

島
 

功
、
畑

林
秀

味
、

畑
林

清
子

、
大

江
加

予
子

、
生

熊
敏

男
、

生
熊

千
満

子
、

 

田
中

稔
昭

、
梶

野
照

雄
、

青
木

宏
充

。
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◇◇ ◇◇
    
作

業
内
容
 
 

 
 

 
 

 
 
 

一一 一一
、、 、、
小

屋
内
壁
・
野

地
板

塗
装

( 全
体

の
約

３
０

％
) ；

梶
野
・
青

木
・
畑

林
秀

。
 

二
、

雨
水

槽
の

設
置

( ２
槽

の
内

１
槽

設
置

) ；
根

木
・

川
島

・
玉

岡
明

。
 

三
、
薪

小
屋

の
基

礎
工

事
( 束

石
の

み
設

置
) ；

根
木
・
田

中
・
川

島
・
玉

岡
明

。
 
 

四
、

ト
ユ

カ
バ

ー
の

取
付

( 完
成

) ；
生
熊

。
 

 

五
、

お
堂

( 不
動

堂
) 屋

根
改

修
の

為
の

検
分

と
採

寸
；

田
中

・
畑

林
秀

。
 

六
、

台
所

の
食

器
洗

浄
と

整
理

；
右

記
以

外
の

方
々

。
 

 
 

 
 

 
 

七
、

お
堂

と
小

屋
内

の
整

理
・

処
分

と
清

掃
；

右
記

以
外

の
方

々
。

 

八
、

毛
布

洗
濯

の
た

め
持

出
( ５

５
枚

中
２

８
枚

) ；
各

自
３

～
４

枚
。

 

九
、

残
っ

た
木

材
( 胴

縁
・

板
類

な
ど

) の
宿

内
保

管
。

 
 

十
、

小
屋

内
へ

の
各

種
掲

示
( マ

ナ
ー

ル
ー

ル
・

支
納

金
な

ど
）
；

沖
﨑

。
 

十
一

、
ゴ

ミ
・

不
用

品
処

分
の

持
帰

り
。

 

 
５

月
２

２
日

十
津

川
村

寄
贈

の
木

材
引

取
り

か
ら

始
ま

っ
た

工
事

も
、

梅

雨
の

真
っ

只
中

２
０

日
間

で
、

木
下

棟
梁

以
下

延
６

０
人

の
職

人
さ

ん
が

入

宿
さ

れ
、

７
月

９
日

に
業

者
さ

ん
に

よ
る

作
業

は
完

工
し

た
。

 

完
成

し
た

小
屋

を
早

く
見

た
い

と
の

声
が

多
く

、
お

披
露

目
も

あ
っ

て
皆

さ
ん

に
声

を
か

け
た

結
果

、
１

６
人

の
多

く
の

参
加

と
な

っ
た

。
 

当
日

、
新

宮
７

時
発

。
途

中
、

下
北

山
村

役
場

で
大

阪
か

ら
参

加
の

田
中

さ
ん

と
合

流
。
又

、
本

日
役

場
の

職
員

採
用
試
験

の
為
登
庁

の
故
和

田
さ

ん

の
息

子
さ

ん
に
挨
拶
す

る
。
尚

、
田

中
さ

ん
は

、
前

日
用

事
が

あ
っ

て
自
宅

を
出

た
の

が
夜

中
１

２
時
過
ぎ

で
、
池
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園

で
の
仮
眠

も
２

時

間
位
だ

っ
た

と
の
こ

と
、
ほ
ぼ
睡
眠

も
と

ら
ず

の
参

加
で

あ
り

、
あ

り
が

た

い
こ

と
で

あ
る

。
 

予
定
通

り
９

時
半
過
ぎ

持
経

宿
着

。
梶

野
、

青
木
両
氏

も
直

ぐ
に

合
流

と

な
っ

た
。

 

皆
さ

ん
工

事
の

途
中

参
加

が
な

く
初

め
て

見
る

人
、

途
中

１
～

２
回

参
加

さ
れ

た
方

、
大
半

が
完

工
し

た
持
経

宿
を

見
る

事
と

な
っ

て
「
す
ご

ー
い
！
」

「
り

っ
ぱ
！
」
「

ど
え

ら
い

の
ー
」
「
こ

れ
は

新
築
だ
！
」

な
ど

の
感
嘆

の
声

し
き

り
。

 

早
速

、
皆

さ
ん

に
宿

内
に

上
が

っ
て

も
ら

い
、
本

日
の

作
業

内
容
や
そ

れ

ぞ
れ

の
担

当
に
つ

い
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う

。
 

昼
食

を
は

さ
み

１
５

時
頃

ま
で

皆
さ

ん
大
奮
闘

、
整

理
・

清
掃

・
片

付
け

な
ど

は
参

加
者

１
６
名

と
頭
数

多
い

の
で

目
に

見
え

て
き

れ
い

に
な

る
。

 

    
    

 

残
材

整
理

中
 

 
 

 
 

 
 

昼
食

休
憩

 
 

 
ト

ュ
カ

バ
ー

取
付

・
板

切
断
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薪
小

屋
束

石
据

付
作

業
 

 
食

器
等

の
洗

浄
・

整
理

 
 

 
本

日
の

作
業

者
 

 今
後

も
我

々
は

、
順
次

上
記

作
業

の
継
続

と
な

る
が

、
メ
イ
ン

と
言
う

か

日
数

が
か

か
り
そ
う

な
の

が
、

お
堂

屋
根
葺
き
替
え

と
薪

小
屋

の
新

設
だ
ろ

う
。

 

今
回

の
持
経

宿
改
築

に
つ

い
て

は
、

計
画
準
備
段
階

か
ら
そ

の
一
部

を
担

当
さ
せ

て
い

た
だ

い
た

。
ハ
プ
ニ
ン
グ
や

大
変

な
こ

と
も

あ
っ

た
が

、
資

金

集
め
や
行
仙

宿
・

平
治

宿
の

新
築

、
深
仙

お
堂

の
改

修
等

と
比
較

し
た

ら
、

玉
岡

さ
ん
や
諸
先
輩

の
ご
苦
労

の
２

０
分

の
１

か
５

０
分

の
１
位
だ
ろ
う

、

そ
の
思

い
が
常

に
頭

に
あ

っ
た

。
 

行
仙

宿
・

平
治

宿
に
続
き
念
願

の
持
経

宿
改
築

も
我

々
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の
手

で
整
備

し
た

。
 

今
後

、
５

０
年

、
１

０
０

年
と
利

用
し

て
頂

く
た

め
、
ど
う

あ
る
べ
き

か
、

ど
う
す
べ
き

か
課
題

は
多

い
。
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動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

7
:0

0
→

下
北

山
村

役
場
駐
車

場
→

9
:3

0
持
経

宿
→

11
:3

5
昼

食
1
2
:3

5

→
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経

宿
1
5
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5
→

1
7
:5

0
新

宮
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崎
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